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Analysis of the source mechanism of earthquakes associated with eruptions of Sakurajima volcano
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Explosion earthquakes associated with Vulcanian eruptions represent phenomena such as magma rise and volume

changes at the source. Seismic waveforms in the very-long-period (VLP) band are less affected by heterogeneous

structures characteristic of the volcano so that it can extract volume and pressure changes due to the movement of

magmatic fluids during the eruption. We investigated the source processes in the VLP band of explosion earthquakes

using the waveform inversion method. The analysis shows that a dominant subhorizontal sill, a sub-vertical crack,

and single forces in the shallow area near the crater can explain the source processes.
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	１．はじめに
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	桜島においては山頂を取り囲むように、山頂からの距離2 kmから8 kmの範囲にある５箇所に広帯域地震計が設置されており、連続観測が行われている。山頂からみた観測点の方位角分布において観測点が少ない地域に広帯域地震計１台を増設し、2022年4月29日から2023年9月26日の期間の臨時観測を行った。鹿児島地方気象台が報告する桜島の爆発・噴火リストから解析対象を決定するため、初めにテンプレートとするイベントを決定した。桜島島内では、0.1-0.5 Hzの帯域において脈動ノイズが確認されている。0.1-...
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	本研究では、2022年7月24日20時05分爆発イベントのLP帯域(0.5-5Hz)とVLP帯域を対象にソースメカニズムを求めた。観測記録の振幅スペクトルから0.067-1Hzにおいて十分なSN比率のエネルギーがあったことから、解析時には0.067-1 Hzの最小位相バンドパスフィルターを適用した。解析には波形インバージョン法を用いており(Auger et al., 2006)、グリーン関数は人口震源を用いた構造探査の結果をもとに計算した(Miyamachi et al., 2013)。ソースメカ...
	爆発地震に伴って発生する空振は、空中を伝播し上下動成分の振幅に大きな影響を及ぼす(e.g. Ichihara et al., 2016)。そこで、変位波形にバンドパスフィルターを適用したのちに、各観測点の空振到達時刻の上下度動成分の変位波形の振幅、空振到達時刻前後の粒子軌跡の変化を調べた。空振到達時刻に空振振幅に対応する下向きの振幅が捉えられていた、または粒子軌跡の伸長方向に著しい変化が見られた観測点・成分は空振による地震波形への影響があると判断して、空振到達時刻よりコサインテーパー関数を適用して...
	4.解析結果及び議論
	7月24日のイベントについて解析した結果、残差値およびAICの値からモーメントテンソル6成分＋シングルフォース3成分が最適であることが分かった。グリーン関数が類似するモーメントテンソルMzz成分とシングルフォースFz成分について、全ての観測点の上下動成分で寄与が逆位相とはなっていないことから、モーメントテンソルとシングルフォースの両方のモデルを仮定することに問題はない。震源位置は、噴火口近くの海抜約600mに決まった。得られた震源時間関数から、図2の陰影部のモーメントテンソル6成分の主軸を求めた...
	図1 2022年7月24日発生の爆発イベントの震源時間関数。赤線は推定された空振発振時刻。
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